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スタンダールと国家

『１８１７年のローマ，ナポリ ，フイレンツェ』から

下　川　　　茂

序

　近代主義者，進歩主義者，文明開化主義者としてのスタンタールは，フランス革命によって近

代化，国民化されたフランス国家とフランス社会のあり方を基本的に支持し，ナポレオン没落後

のフランスを始めとする大陸諸国の文明化の停滞と後退を厳しく批判した。しかしその一方で ，

革命が生み出した社会に対して極めて大きな違和感を彼は感じていた。冷たく ，合理的で，金銭

的利害と虚栄心が何より優先する社会，これがスタンダールが抱いた革命後のフランスの像であ

り， このような杜会に生涯慣れることができなかった。また，国民国家へと転成しつつあったヨ

ーロッパ各国の国民は，いずれも過剰な自己意識にとらわれ，相互に反目しあっていたが，これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
もスタンダールの批判の的となった。ｒ控室の愛国心」という言葉を使って，盲目的な愛国心を

彼はたびたび槍玉に挙げている。様々な地域の人々や文物が登場する旅行記において，とりわけ

ショーヴィニスム批判は頻出する。批判の矛先は，フランスはもとより ，近代化の先進国イギリ

スやアメリカ，さらに統一国家以前の段階にあったイタリアやドイツにも向けられた 。

　しかし，「控室の愛国心」批判は，愛国心そのものの批判でも ，国家そのものの批判でもない 。

さらに，革命後のフランス社会に対する違和感の根源に何があるかも問題である。私には，それ

は， 革命以前の時代を懐古する，極めて後ろ向きの感性であるように思われる 。

　国家に対するスタンダールの重層的な態度の一端を，ここでは彼の最初の旅行記『１８１７年のロ

ーマ，ナポリ ，フィレンツェ』を中心に探ってみたい 。

　１８１７年刊行のこの旅行記は，大幅に改定増補された新版が１８２７年に出ている。しかし，二つの

版の間に重要な思想的変化はないので，本稿では適宜両版を使用する 。以下初版を『１８１７年』と

略記し，新版は，表紙に１８２６年と印刷されているため１８２６年版と称されているので，『１８２６年』

と略記する。また，１８１８年に，スタンダールは一連のイタリァに関する未完の断片を書き残して

おり ，『１８１８年のイタリア』としてプレイアード版『イタリア旅行記』に収録されている。これ

も資料として取上げ，以下『１８１８年』と略記する。さらに，論旨の都合上，スタンダールの他の

作品にも言及する 。

（７０８）
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１　「控室の愛国心」

まず，ｒ控室の愛国心」という言葉をスタンダール自ら解説している箇所をみよう 。

　１７６３年頃，『カレー攻囲』が，実に馬鹿げた，また実に国民的な成功を博したことをご存

知だろう 。詩人のド ・ベロワは，後に他の人に利用された，同国人に詔うという金になる考

えを抱いた。ある日この悲劇を潮笑したデイヤン公爵に，ルイ１５世が「では，君は良きフラ

ンス人［ボン ・フランセ１ではないのか」と言うと ，ｒ殿下，この悲劇の詩句がわたくしと

同じくらい良きフランス語［ボン ・フランス１であればよいのですが！」と公爵は答えた 。

　自分の国を愛し，詔いのなかにペテン師と馬鹿の取引しか認めなかった賢明なテユルゴは ，

ト・ ベロワ殿の卑しいお世辞を称賛するお人よしたちの熱狂を，控室の愛国心と名つけた

（『１８２６年』 ，４０６－４０７）。

「自分の国を愛し」た「賢明なテユルコ」という表現から ，「控室の愛国心」がテユルコの祖国愛

と区別されていることが分かる。『恋愛論』序文にスタンダールが引用したルイ ・シモンの言葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
を使えば，それは「自国に対する盲目的で排他的な偏愛」である 。

　次に，一見国家そのものが批判されているかのように見える例を取上げる 。

　美しい女性が自分の肖像画に黒色が置かれているのを見ると ，怒って画家の手を止める 。

しかし，影は自然の中に存在するものであり ，影がなければ輝かしい部分もない。宮廷とい

う諮いだけの平板な場所ではすべてがくすんでいるのはそのためだ。全体として見れば，諸

国家は，美しい，あるいは愛すべき点のあるきれいな女性のようなものだ。国家ほど愚かな

ものはないと言える。なぜなら，才知ある人々はこの種の係争の弁護を引き受けることはな

く， 何も言うべきことをもたぬ馬鹿者が，国の名誉とか民族の性格に対する侵害といった下

らぬ告発を引き受けるからだ。馬鹿者たちは，自分たちが大多数を構成しているので，揺る

がぬ権利をおもちというわけだ。２０年来ヨーロノパの諸国家は，互いに深刻な紛争を抱えて

いないので，それぞれの国の評判は，当然個人の言動に左右される 。（……）それゆえ，ド

イツ，イタリアの馬鹿な方々には，このパンフレットの初版で，いささか非難めいたことを

申し上げてその感情を害したことを，平にお許し願いたいと申し上げる（ｒ１８１８年』 ，２４３－

２４４）。

「国家ほど愚かなものはないと言える」という言葉は，それだけ取り出せば確かに過激な国家否

定の言葉のように見える 。しかし，文脈を考慮すると ，ここでも ，批判されているのは，自国の

欠点を直視できない愚かで盲目的な排外主義，すわなち「控室の愛国心」である。誇張された ，

誤解を招きやすい物言いだが，スタンタールは国家そのものを否定しているわけではない。ここ

で批判されているのはドイツとイタリアだが，フランスに関する箇所をみてみよう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０９）



１６０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

　　これほどわが国の音楽の貧弱さ，潤いのなさ，もったいぶった力の無さを感じたことはな

　い。そこには，かつて私を感動させた，最も快いとされているメロディーが集められていた

　のだが。真の美の感情は青春時代の思い出にも打ち勝つ。ここで私が言っていることは，真

　の美を見たことがない人々には，不合理の，いやおそらく忌まわしさの極みだろう 。しかし ，

　真の愛国者は，とうの昔に，この本を火に投げ込み，著者はフランス人ではない，と叫んだ

　に違いない（『１８２６年』 ，５２５）。

ここでも ，文脈を考慮すれば，フランス音楽に対する批判を受けつけない「真の愛国者」の「真

の」が反語であり ，「控室の愛国心」が問題にされていることは明らかである。反語や誇張的表

現はスタンダールが好んで多用した表現技法であり ，文脈を無視して解釈すれば彼の真意を歪め

ることになる。彼は自分こそ真の愛国者だと思っていた筈である。ただ，『１８１７年』では，出版

時の政治情勢から，自身の愛国心を前面に押し出すわけにはいかず，反語を使ったり ，次のよう

にイタリアに仮託して暗示するしかなかった 。

　ガッリは第一幕で「祖国は常に無事だろう」と歌う 。観客は熱狂して喝釆し，私の目には

涙が浮かぶ（『１８１７年』 ，１３５）。

　（……）メルツィの胸像の前に私は立ち止まり ，イタリアに対する愛情と ，祖国愛と ，芸

術に対する愛に夢中になって，急いで我々の会話の要約を書き留めた（ｒ１８１７年』 ，１３９）。

スタンダールの愛国心については，『アンリ ・ブリュラールの生涯』や『ナポレオンについての

覚書』の記述から，若年時の共和主義的愛国心がよく知られているが，フランス旅行記から，晩

年の彼の愛国心の姿をみておこう 。

　商用でニヴェルネ地方の製鉄所地帯からショーモン郊外の工場地帯まで，急いでや ってき

た。 この地方は鉄を豊かに産出する。しかしひどく汚らしいので，話題にしないでおきたい

ところだ。話せば，悪いフランス人にされてしまうだろう 。ナポレオンがこの言葉に与えた

滑稽な意味では，確かに私は非難されても仕方がない。私はフランスに劣った点があること

を認める。外国から攻撃されたら，腹を立てて祖国を守るだろうと思うが，それでも ，パリ

の才人より ，グラナダやケーニヒスベルクの才人の方が好きだ。パリの才人が何を言おうと ，

だいだい見当がついてしまう 。意外性というやつ，あの何物にもまさる意外性は，異国の才

人になら見つかる 。

　私にはイギリス流の愛国心はひとかけらもない。なにしろあの連中はロンドンの郊外町の

一つをいっ そう繁栄させるためとあらば，ベルギーの町を全部焼き払うことも辞さないらし

いのだ 。

（・…・・）

　寄り合いが今晩某夫人宅である，と今朝教えられた。この寄り合いでは，フランス防衛戦

争当時の１８１４年に，ショーモンを占領した同盟国軍の野蛮な態度が大いに話題になった。ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１０）
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ったくあの連中はわれわれほど文明化していない。（……）

　ストラスフールからフサンソンを経てクルノーフルに至る東の国境は，このうえなく気局
　　　　　　　　　　　　　　３〕
い祖国愛により ，他と区別される 。

相変わらず，フランスの，あるいはイギリスの極端に利己的で偏狭な愛国心，すなわち「控室の

愛国心」が批判の的になっている 。しかし，スタンダールは，フランスの鉱工業地帯の醜さを指

摘し，パリの才人を貝乏しつつ，「外国から攻撃されたら，腹を立てて祖国を守るだろうと思う」

と， 祖国の防衛が問題になれば，自分も戦争に参加することを当然のこととしている 。「控室の

愛国 ・し・」と ，戦時，特に国土防衛戦における「この上なく気局い祖国愛」とは明確に区別されて

いる。「気高い祖国愛」の東部国境地帯に彼の郷里グルノーブルが含まれていることも注目に値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４〕する。グルノーブルの「賢明な愛国心」は同じ旅行記の別の箇所でも取上げられている 。

　スタンダールは，内政問題の解決のために政府が戦争を起こし，戦争遂行のために愛国心が鼓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５〕吹されることを指摘しており ，愛国心の政府による悪用の危険を認めている。しかし，悪用され

るからといっ て愛国心が不要になるわけではない。外国からの侵略の危険は常に存在する 。彼は ，

　　　　　　　６〕　　　　　　　７〕
プロシア，ロシア，イギリスとの戦争の可能性を考え，国土防衛について思いをめぐらせる 。

　ラングルの城壁が完成されているのを見て，私は大いに喜んだ。戦争が起こったら，この

土地の律義な人たちは，自分たちの町を責任をもって守ることだろう 。数名の砲兵を要求す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８〕
るだけだろう 。１８１４年の残虐行為と略奪の記憶は今なお生々しい 。

「賢明な愛国」者スタンダールは，国家の対外関係について，すでに『１８１７年』において，極め

て現実的な立場を取っている 。

　私と一緒の若い士官たちはフランス人が彼らに自由を与えなかったことを辛辣に非難する 。

しかし，それは主人の利害と一致しただろうか。国家は相互問では個人と同じだ。いつから ，

これという理由もなく人が他人に儲けさせるようになったのか。望みうる最善のことは，利

害を一致させることだ（『１８１７年』 ，１４３）。

スタンダールは他国に無償の援助を求めるイタリアの「若い士官たち」の非現実的な要求を批判

しているが，ここで彼は近代的合理主義者の顔を見せている 。「いつから，これという理由もな

く人が他人に儲けさせるようになったのか。望みうる最善のことは，利害を一致させることだ」

という主張は，反近代主義者としての彼が反援し嫌悪した，利害に敏感な合理主義的な発想に基

づいている 。『１８１７年』でもう一つ注目すべきは，国家の警察機能に関する彼の認識である 。フ

ランス統治時代のイタリアの治安の良さの原因の一つとして，イタリア人の口を借りて，彼は刑

罰の厳しさを挙げている 。

　１８０２年にナポレオンは千人を処刑して一万人の殺人を防止し，ピエモンテを文明化しまし

た。 ルイジアナの，情熱のない，理屈 っぽく ，粘液質の人々のところでなら，死刑を廃止す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１１）
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　る可能性がないとは申しません。イタリアでは，ミラノを除いて，死刑があらゆる文明の前

　触れです。馬鹿なドイッ人たちは私たちを統治しようと試みていますが，彼らは殺人者が自

　白しない限り処刑しません（ｒ１８２６年』 ，３６５）。

ここでも ，近代化，文明化を推進しようとする近代主義者スタンダールが前面に出ている 。

　フランスの治安問題もスタンダールは取上げており ，そこでも再犯者に対する厳しい方策を提
　　　　９）
案している。さらに，近代化の先進国フランスには，工業化が生み出した労働者の貧困や公害問

題など，近代化のマイナス面が存在するが，近代主義者スタンダールは，それらの問題に，累進
１０）　　　　　　　１１）　　　　　　　　　１２）　　　　　　　　　　　　　　１３）
税や工場の立地規制，不安定な産業の抑制，さらには貧困者の結婚の規制によって対処しようと

する。これらの対策は，すべて，社会生活に対する国家の介入を意味し，国家の存在が削提とさ

れている。近代主義者スタンタールにとって，国家と政府は必要不可欠なものである 。

　では，反近代主義者スタンダールにとって，それらはどのような意味をもつのだろうか 。

２　旧体制ノスタルジー

　スタンダールによれば，イタリアでは，政治的自由を目指した中世共和都市が安定した制度を

見出すことができず自壊した後（『１８２６年』 ，４６８，４７１），借主と外国による支配が続き ，フランス

のような絶対王政による中央集権国家が成立しなかった。そのため個性と自由を尊び，他人の目

を気にしない，情熱的な気風をイタリア人は持ち続けた。「情熱は沢山もっているこの民族は ，

一人のルイ１４世ももったことがなく ，それだけいかに自然に近いか（……）」（ｒ１８１７年』 ，１２８－１２９）。

「ここでは人々は自分たちが幸福かどうかを考えて暮らしていない。自分が好きか好きでないか

がすべてを決める。本当の祖国は自分に似ている人に一番多く出会う国だ。フランスではどんな

杜交界でも ，いつも冷ややかな調子に出会うのではないかと心配だ」（ｒ１８１７年』 ，９８）。ｒフランス

は滑稽と一大都市の専制によって独自性がない。ここでは，ミラノから二十里のブレシアは，フ

ィラデルフィアを真似ようと思わないようにミラノを真似ようとは思わない。すべての家庭，す

べての情事は，町から町へとつつぬけである。しかし，模倣はまったくない」（ｒ１８１７年』 ，１４９）。

その他，フランスには存在しない，偽善者ではない大臣（ｒ１８１７年』 ，２５），自然な方…１（ｒ１８１７年』 ，

３０），虚栄より情熱を大事にし，芝居の初日に金を惜しまない人々（ｒ１８１７年』 ，３０），予想外で自然

な事件に満ちたギータの物語（ｒ１８１７年』 ，３７）等々 。しかし，借主と外国支配は，イタリア人の

エネルギッシュな性格に歪みと停滞をもたらし，偏狭な地域主義や無知や迷信が蔓延り ，治安は

悪化した。ｒどこでも見られる相互の反目はイタリアの都市の著しい特徴で，中世の専制政治の

結果であり ，自由への重大な障害である。それは都市の独自性を相殺している。フランスにはパ

リしかなく ，パリが良いところを独り占めしている」（ｒ１８１７年』 ，１１３）。 そのようなイタリアを覚

醒させたのがナポレオンであり ，イタリアの文明化，近代化，国民国家化にフランスは大きく貢

献した。ｒマレンゴの戦いは彼らの祖国の文明を１世紀進めたが，もう一つの戦いがその文明を

１世紀にわたって停滞させる」（ｒ１８１７年』 ，８３）。 しかし，地域的分裂，中央集権の欠如こそが ，

その日その日の快楽に忠実な，自然で，個性豊かなイタリアの習俗の保存を可能にしたものだ っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７１２）
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たから，文明化はイタリアにその貴重な特質を失わせる危険がある。スタンダールを魅了したイ
タリアの南国的な自然は変わらないが（ｒ１８１７年』 ，８２，９５），人々の「行き渡った善良さ ，自然さ」
（ｒ１８１７年』，９７）は消滅する可能性がある。古い地域主義的「控室の愛国心」はナポレオンによっ

て弱まったが（ｒ１８２６年』 ・４０９），フランスが呼び覚ました国民国家的祖国の観念は強化された
。

大使の＊＊＊氏は昨日私にこの民衆がどれほど熱烈に祖国という言葉に喝禾するかを指摘

した・このジャコバン的感情は，おそらくアルフィェリとフランス人に由来する 。我々はイ

タリア中で熱愛されている 。民衆は一憎しみによってしか愛さない（ｒ１８１７年』 ，２７）。

イタリアの国民国家化はナポレオンの没落で一時的に中断したが，その過程は確実に始まってい
る・ イタリア統一以前にこの世を去ったスタンダールは，イタリアがその愛すべき特質を本格的

に失っていく事態を見ないですんだが，その兆侯には気づいていた。独立と統一をめざすイタリ

ア人は政治的になり ，すでに現在の幸福を楽しむことを忘れている
。

　１７７０年にそうであったように，政治の話なんかしない，ひっそりとしたところがあ ったら ，

アルミダの園ほど遠いところでも ，私は飛んで行くだろう 。若い女性と軍人だけの私たちの

グループは１政治の方を向いた。つまり ，笑ったり ，われわれの命の盛りの日々を楽しむ代

わりに，腹を立てる楽しみをもった（『１８１７年』 ，８８）。

現在の幸福を楽しむ生き方は，近代化，国民化の時代に適合しない。スタンダールはフランス支

配時代のミラノの文明化を高く評価するが，その一方で，それ以前のオーストリア支配時代のミ

ラノを次のように描いている
。

　世界で最も裕福なこの国の首都は，１０万リーヴルの年収のある家は４００を数え ，１００万リー

ヴルの家１圭２０を数えた。彼らは自分たちの富をどう使ったらよいか分からなかった 。（……）

いかなる国の金持ちもこれ以上楽しい生活を送ったことはない。あらゆる悪意ある情熱は排

除され，ほとんど虚栄心はなく ，また当時貴族は気の良い人々だったので，民衆は彼らの幸

福を共有していた。（……）ロンバルディアのどの小作地も ，米，チーズ，絹を産出し，そ

れらは高額で売れた。それらに，わが国の小作地が産出するすべての生産物が加わる 。ここ

は破産のない国であり ，すべてがただ同然である。この逸楽的な静けさは，５月１４日の雷鳴

が精神を目覚めさせたとき ，無気力に堕し始めていた。穏やかなミラノ人は，日本のことを

考えたことがないのと同じように，フランスのことなど念頭になか った（ｒ１８１７年』 ，１４１）。

１７９６年５月１４日のナポレオンのミラノ入城の時点で，ミラノの「逸楽的な静けさ」は「無気力に

堕し始めていた」とされ，このあと ，フランス支配時代の文明の進歩が，道路の整備や工場の増

加等を例として語られるのだが，ここに描かれているオーストリア統治時代のミラノは，まるで ，

アダムとイヴの堕罪以前のエデンの園を思わせる 。「悪意ある情熱」も「虚栄心」もなく ，「すべ

てがただ同然」の国！フランスの旧体制についても ，１７７５年のフランス杜交界の幸福が，イギリ
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ス人大佐フォーサイトの口から語られている。そこでも ，「結論」では
，「（…… ）しかし，この

ような社交界の最も上流の方々は，あなたが思われるほど幸福ではないように思われたと断言で

きます。娯楽は幸福ではありません。もし人がアイスクリームとビスケットだけで生きて行かな

ければならないとしたら，惨めな生活です。心からの関心や興味が常に欠けていました（
’．’’’’

）」

（ｒ１８１７年』）（１０９）とされ，フランスの政治的自由の欠如がイギリスと比べて批判されている。し

かし，革命以前のフランス社交界が次のように描かれるとき
，１７９６年以前のミラノの幸福と同じ

ように，旧体制の幸福がノスタルジ ックに回想されている 。

　あなた方フランス人が天から授かった極度の陽気さとは別に，あなた方の社交界は，イギ

リスにおける我々の社交界とは三つの状況によって違っていました・生まれの卑しい人々の

排除，女子教育の洗練と女子の才知の育成，仕事がなく ，政治的反感が存在しないこと 。以

上の第一番目の状況の結果として，私の青春時代のパリの社交界は，かつてイギリスにあっ

たことのない優雅さと ，ゆとりと自然さをもっていました。ブルジ ョワをすべて排除してい

たことが，おそらく生活の卑俗なものすべてが遠ざけられていた理由です。そして，そのこ

とには別の利点もありました。相互の嫉妬と侮蔑の感情，家柄の傲慢と仕事によって蓄積さ

れた富のあいだの絶えさる戦争状態を不可能にしていたのです。今日では，この戦争状態か

ら生じる結果は，控えめな態度と沈黙によってしか回避できません
・（　）イギリスでは

（…… ）金力の傲慢，家柄の傲慢，挙措振舞いの傲慢が，絶えず挑発し合っていました 。

（…… ）ブオナパルテ支配下のあなた方の杜交界でも ，そうしたことがありました 。（…… ）

私がフランスに来たとき ，フランス人たちは，自由な政府の欠如に対する埋め合わせを彼ら

の社交界の快適さに見いだしていました。私はヴェネツィアでも同じ印象を受けました

（．．．．．．）立憲主義的になるにつれ，あなた方の女性たちは愛想がなくなるでしょう 。私はす

でにその気配を感じていたとさえ思います。今あなた方は１７７５年よりずっと多くの家庭の良

き母をお持ちです。そして，家庭の良き母ほどうんざりさせる存在はありません（ｒ１８１７年』）

（１０３－１０７）。

ここで触れられているヴェネッィアは次のように描かれている 。

　ヴェネツィアはおそらく１７４０年から１７９６年まで，世界で最も幸福な都市であり ，封建的な ，

あるいは迷信的な愚行が最も少ない都市だった。そのような愚行は今日でも ，ヨーロソパの

残りの部分と北アメリカを陰欝にしている 。（…… ）ヴェネツィアは幸福だった。しかし ，

個人間の訴訟に関する裁判はお粗末で，刑事裁判は無だ
った（ｒ１８２６年』 ，３２８）。

このように，ヴェネツィア共和国の寡頭制，ミラノの外国支配
，フランスの絶対王政とその形態

は様々だが，近代的な国民国家以前の政治体制のもとでの幸福に対して
，『１８１７年』のスタンダ

ールは強いノスタルジーを抱いている。もちろん，旧体制の復活は論外である 。

この政府は当時は快適なものだったが，今日では耐えがたいものだろう 。ナポレオンがこ
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の楽しい政府を破壊しなかったとしても ，時の流れが破壊していただろう 。ヴェネツイア政

府は今日だったらベルンのそれ以上に悪いものだろう 。だから，その崩壊を諦めて受け入れ
よう（『１８１８年』 ，１９３）。

スタンダールは復古主義者ではない。彼にとっ て， 近代化，文明化，国民化は，プラスとマイナ

スの両面をもつ・止めることのできぬ時の流れ，否定することのできない現実だった。近代のプ

ラス面に惹かれる近代主義者スタンダールは，近代化に対する反動を批判しないではいられない
。

しかし・彼の中の反近代主義者は，近代のマイナス面を激しく嫌悪し，革命前の旧体制のプラス

面を懐古しないではいられない。旧体制ノスタルジーの背後には，ブルジ ョワに対する反感と貴

族主義がある 。

　銀行家のＲがある日私に言った。「あなたには貴族的な要素がありますね」。 そんなもの

とは無縁だと断言したいところだった。実際には自分にこの病気をみつけた。自分を矯正し

ようとしたりしていたら欺臓的になるところだ った。私は喜んでこの病気に身をゆだねる
（『１８２６年』 ，５０８）。

ブルジ ョワ嫌悪については，パリ生活を体験したイタリア人に彼は語らせる
。

　たくさんの大金持ちの銀行家がいて，彼らも一種の上流階級ですが，一般に金の話しかし

ませんし，あなた方が６千フランで生活することを許さないでしょう 。（……）産業はフラ

ンス人を労働へと向かわせ，彼らは仕事に喜びを見いだし，幸せです。貴族政治は逆に彼ら

をひどく同情すべき人問にすることでしょう 。しかし，私は，銀行家より ，ときどき十字軍

のことを話す人々と暮らしたい（『１８２６年』 ，４６４－４６５）。

このような反近代主義者スタンダールにとって，国家と政府の存在はどのような意味をもつのだ

ろうか 。

　ヴェネツィア，ミラノ ，フランスの旧体制の幸福を彼がどのように描いていたかを思い出して

みよう 。旧体制は，政治的自由とそれを支える言論 ・出版の自由を制限する代わりに，私的自由

と物質的な豊かさ，そして洗練された社交を住民に保証していた。政治的自由がないからこそ ，

階級問の激しい軋礫や葛藤が存在せず，人々は嫉妬や羨望に駆られることなく ，陽気に暮らすこ

とができた。このような社会は自然状態とは全く異なるものであり ，政治的自由を制限し，身分

制を維持する政府なしには存在し得ない。反近代主義者スタンダールにとっても ，国家と政府の

存在は必要不可欠なものだった
。

　イタリアの自然を賛美し，ときには，文明とは正反対の自然状態を理想とする記述をスタンダ

ールは残している 。

　二年前から苦しめられている野心の暗い悲しみに取り付かれたのを感じる。東洋人風に肉

体に働きかける必要がある 。船に乗り ，四時間航海し，イスキア島に着く 。ドン ・フェルナ
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　ンドヘの紹介状がある 。

　　彼は，１８０６年にイスキアに引きこもり ，大嫌いなフランス人の侵略以来ナポリを見ていな

　いと私に語る。劇場がないのを慰めるため，見事な鳥小屋にたくさんの夜鳴き鶯を飼ってい

　る 。（…… ）ほとんど文明のしるしはない。この光景と海の動きが私を良識へと連れ戻して

　くれる（『１８１７年』 ，４８－４９）。

　この反文明：自然状態の理想化は，スタンダールの人間観，社会観の根底にある重要なテーマ

の一つであり ，『１８１８年』に収められた断片『海辺にて』でも展開されている（２７５－２７８）・ しか

し， 貴族主義者スタンダールが旧体制を懐古するとき ，この自然状態の理想化はすでに遠ざけら

れている。イタリアの自然な習俗も ，南国の自然という風土を別にすれば，中世共和国時代の ，

あるいはさらに古くエトルリアの諸共和国の習俗を起源としており（ｒ１８２６年』 ・４９７・５０８）・国家

の存在を前提としている。イスキアの住民にｒほとんど文明のしるしはない」としても ・フラン

ス嫌いのドン ・フェルナンドは旧体制のナポリの支配者の一人であろう ・

　貴族出身でもなく ，また，１７８９年のハスティーユ陥落時に６歳でしかなかったスタンタールが ，

なぜ，どのように旧体制にノスタルジーを抱くにいたったか，近代主義者と反近代主義者は彼の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
中でどのように共存していたのか，これらの問いには稿を改めて答えることにしたい。ここでは ，

最後に，晩年のスタンダールが抱いた，矛盾する二つの面の和解のヴィジ ョンをみておくことに

する 。

　ブロス裁判長が書いていた時代，すわなち１７３９年という年を，私は愛惜すべきだろうか？

（……）１７３９年頃には陽気さがあった。貴族は恐れをもたず，第三身分はまだ自分の鉄鎖 ，

というよりむしろ自分の不利に憤慨することを思いつかず，生活はフランスで穏やかに流れ

ていた。我々の心を焦がす野心も羨望も恐るべき貧困も ，そのころはありえなか った 。

（一・・）一切を考え，また歴史を研究してみて，私は１６５０年頃のヴェネッィア貴族に生まれ

たかった。しかし，誰が事物の歩みを止められよう
。（……）１７３９年のかくも魅力的な生活

の全体は，他日アルプスの彼方，あるいは我々の間に再生しうるか？　わが国のそれのよう

な革命の後で，人は陽気さと良き趣味に復帰するであろうか？（一・）陰欝なアメリカほど

我々の立場に近いものはない。アメリカのみが我々の未来をいくらか明らかにしてくれる 。

（一・・）アメリカでは，卑俗で凡庸な人間たちが専制君主であり ，彼らに媚びなければ街頭

で侮辱される 。ラ ・フォンテーヌもニューヨークでは「私は無知な大衆が大嫌いだ ，」とは

言えまい 。（…… ）ニューヨークでは，気に入ってもらわねばならぬ相手は，私の靴屋や ，

その従弟で子供が１０人いる染物屋であり ，しかも滑稽極まることに，この靴屋がメソジスト

派で，染物屋は再洗礼派なのだ。しかし，こうした恐るべき言葉を前にして，陽気さへの復

帰の可能性という少々不確かな仮定が許されるとして，フランスの情勢は周囲のすべての国

と大いに異なっている 。

　我々の天然痘は峠を越えた。もはや９３年は不可能である。なぜならもはや非道な悪弊は無

く， またそれを悪用するコロ ・デルボワの輩や下層階級のならず者たちは見あたらない。彼

らはデュ・ バリー夫人とリシュリュー元帥の腐敗した王政の産物だ
った・狂気の沙汰はあり
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えるが，もはや残虐行為を恐れる必要はない。わが国の最も狂信的な共和主義者でも靴屋の

シモンよりましではないだろうか。（……）フランスは最初に病から治るだろう 。ポワトゥ

男爵の輩がブロス裁判長の手紙を味わうのは，まずフランスにおいてであろ÷
５１

アメリカ化は避けられないとしても ，フランスがアメリカの新教徒的陰欝さと大衆テモクラシー

の愚味さを克服し，旧体制の陽気さを取り戻すことをスタンダールは願っている 。「不確かな仮

定」という条件付だが，ともあれこれが，最も楽観的なときに彼が夢見た未来のフランスの姿だ

った。ここでも ，白然状態や国家の解体が問題外であることは言うまでもない
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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